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1.複製等の行為主体
２『基的使用』(30柴1項】

ユーザーの利用行為を事菜者が受託
・メディア変換(複製･翻案｡送信）

関連条文
1.複製等の行為主体

2.『私的使用｣(30条1項）
3.｢公衆』用自動複製捜器
（30条1項1号）
4.『公案洪信１

ｸﾗウド環境でのユーザ･ｺﾝﾃﾝﾂの利用

,ｱー ｶｲプ／パｯｸｱｯブ(複製ﾛ翻案・
送信）
，マルヂデバイスからのアクセス(複製･照
葉q蓑信）

2013年９月３０日規制改革会議提出資料

より､関連箇所を抜粋（－部､修正）。
ｳｪプ上のデー ﾀの活用
・ビｯグデー ﾀ活用のための収集･諦積・
分祈(複製･翻案･送信）

5.現行の横利制限規定(47柴の８，

４７条の7,47条の9等）
6.現行の桜利制限規定(35栄、
３７柴竪37柴の2等）

7.現行の描利制限規定(47乗の９
零）

ｸﾗウド技術との関係
’仮想化等(裡製･翻案･送信）
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）（主体画目的･行為｡手段を厳格に限定一新管一ピｽに対露不可

(以下略） i塗盈祷報処理を行うときは
叉は議蕊(これにより創作し

驚饗
(愉謡解析のための複製等）

(私的使用のための複製） 第四十七条の七著作物は､重子計麓樋によ罰情報解析(多数の著作物その他の
大量の情報から､当該情報を柵成する言語､音､影像その他の要素に係る情報を袖の款において第三十条著作権の目的となっている

霞塞繍

いう｡以下この桑において同じ｡）
単に｢著作物｣という｡）は､１

る隈ら蝋を範K劇画において使用すること(以下I私的使用｣という｡）

蓬目的…億次に掲げる場言を綜蓋そ砂腫篭譲箸することができる。

一公衆の使用に供することを目的として設置されている鼠勅撰

ＥおCYて､躍権画鰐る｡)は､当該

化された蒋fI篭〈当該等作物にi謁自劫公衆送信について受信者を識別するための､情報の入

力を求めることその他の受(誌制限するための手段が講じられている場合にあっては､当該自動
公衆進信の受信について当該手段を雲じた者の承諾を得たものに限る.)について､記録媒体へ

製機蕊(複製の
主要な部分が自
する場合

麺辿圏鰯蓬iIz歴1.璽装i画E迩遥鋪は､公表されだ菩作物であって､翌鐘豚止､亭歴嬉蹴＄

謡蓋謹唾左i3;<聴覚及び他砿ﾛ覚により認識される方式を含む｡>により公衆に提供され､又は
掲示されているもの(当該著作物以外の著作物で､当該薯作物において複製されているものその
他当該藩作物と一体として公衆に提供され､又(ij提示されているものを含む｡以下この楽(おい

いて､記録媒体八の記鍵
)を行うことができる。

蕊製することができる｡ただし､当該著作物の種類及び用途並びにその複製の部数及
び態様に照らし著作権者の利益を不当に害することとなる場合は､この限りでない。
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Ｂ視覚障害者その他視覚による表現の認識に陸害勿読j都以下この項及Ui第百二条第四

霧
ま､公表

瀬者及び綴蒸篭蕊k漫賓は､その授蕊｡』過程腫鯉渥使鯛に像
場合には､必要と認められる限度において､公表された著作物を

するだめに鍵
当該視覚殴

能化を含む。
得た者若しく

は提示が行１

項(とお(,Yて｢視覚隙害者害｣という.)鋤掘社

２公表された著作物については､前項の教育機関における授蕊似灘隷農拠腫､熱

該授莱を直接曇ljZi煮に対して当該著作物をその原作品若しくは複製物を提供し、


